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ラン栽培のあ らま し (2)

前号 (132号)ではランの ,学術的分頬を除い

た普通によく使われる便宜的分類について述べた

が ,その他にも原産地による分け方 (熱伴性 ,温

帯性) .落葉するかどうかによる 分け方 (落葉

性 ,常緑性) ,あるいは偽球茎か ,細い茎か ,つ

る性かの差異 ,又は懸垂性か ,直立性か等の分け

方もある｡なお学術的分類は柱頭 ,雄ずい ,ずい

柱等の形態 ,花粉塊の数 ,形 ,が く片の離合 ,唇

弁の形 .茎の分枝 .花序の出現部位 ,形態等を基

にして分頬されている｡詳 しくは植物図鑑の頗花

植物門 ,単子葉綱 ,細子目の項を参照するとよい

と思います｡

次にランの形態的特性についてまとめてみたい

と思います｡ラン科の植物はこの点でも他の植物

と著 しく異った性質を有 しているが ,結局はそれ

らの特異性が多くの人々に重宝がられている理由

の一つになっているものと思います｡

2形 態 的 特 性

a 花

一般に 3枚の がく片 (Sepal)と 3枚の 花 弁

(Petal)からできているが ,花弁のうちの中央の

ものが特に発達 して美 しく変化 し,唇弁 (Lip又

は Labellum)と呼ばれている｡ (図A)シプリ

ペジウム (分枝学上はパフィオペジラム外 3属の

総称)の唇弁も特異な形 (袋状)を呈 し,欧米で

は婦人のスリッパ (Lady'sSlipper)と呼ばれて

いる｡又この種類のランはがく片の1枚が特に大

きくなって背弁 (dorsal)と呼ばれ ,他に2枚あ

る筈になっているが く片が 1枚になっているのと

併せて特異な存在となっている｡

図A カ トレヤ 図Bシプリベジウム

(4)

p:花弁 S:がくI1.- L:唇弁

C:芯住 D :背弁

芯柱の構造

唇弁の中央部に芯柱があるが ,この芯柱の項部

に病室 ,裏にメシベの柱頭がある.つまり約も柱

頭も1本の芯柱に位置しており,これもランの特

徴の一つである.尚シプ1)べジウムはここでも他

の種類と異なり,前が2個核頭のすく･そばの両側

にある｡

交配を行 う場合にはあらか じめ準備 した花粉を

粘液のついている,くぼんだ柱頭につければよい

わけである｡

図C 芯柱の構造

A :請 S:柁題 C:芯柱 o:+窮

ラン花の着花習性

ラ-/の種鞍によって着花習性は大きく異なり,

又同属の中でもそれぞれの系統によってやはり違

ってくる｡主要なランの着花習性は図D～Ⅰの通

りである｡尚花の大きさ,形 ,色彩 ,あるいは 1

茎の花の数 ,1株の花の数など,実生法で増殖す

る場合には常に変化 し,又管理の仕方によっても

変わってくる｡優秀な親同志をかけあわせて得た

種子でも,実生後4-5年を経過 して始めて結果

の判断が出来るという事は気の長い話 してはある

が しか し反面 ,低い確率ながらもすはらしい個休

の出現も期待できるわけである｡



図D フアレノブシス 図E カトレヤ
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図F デンドロピュウム 図G デントロピュウム
フ丁レノブシス系 ノピル系

図H シンビジウム 図Ⅰ シプリペジウム

b 種 子

交配後だいたい1年 ぐらいすると子房がだんだ

んふ くれてきて茄 (莱) となりその中の種子も成

熟する｡種掛 こよっても遣 うが普通一箱の中に10

万粒以上の種子が入っており,その大きさはおよ

そ250×75ミクロン程度である｡ 勿論それ らがす

べて発芽 し生長 ,開花する訳ではないが ,それに

しても巨大な数である｡ランの種子の著 しい特長

は ,他の植物の種子にあるような旺乳や子葉を全

く欠いている事である｡従って貯蔵養分も含まれ

ていないので播種する場合は ,特殊な場合 (ラン

菌の存在する親株の根元での播種)を除いては ,

( 5 )

ほとんど発芽せず ,必要な養分を溶か した寒天情

義基を利用 しての無菌培養法が利用されている｡

ランの種子の発芽と菌の関係では種子が特殊な

物質を出 して菌を引きよせ ,菌糸の吸収 した有機

物質をランが利用するのだろうといわれている｡

ランの果実 (蘇) ランの種子

C 茎 葉

カ トレヤのように皮質で多肉員のものや ,非常

にうすいもの ,又はファレノブシスのように斑紋

のあるもの等がある｡形も細長いものから長円形

卵形 ,球状のものなど多様性に富んでいる｡又 ,

デソ ドロビュウムのように開花前に落葉するもの

と落莫 しないものを含んでいる種類もある｡

茎もパンダのようにや 紬ゝ いもの ,カ トレヤの

<tうに偽球形 (Pseudobulb) を有するもの ,あ

るいは薪が香料の原料として利用されているバニ

ラのようにつる性ではん登する性質を持つもの ,

又は全 く茎を持たないもの等がある｡

一般に葉は互生又は対生である｡厚買て一見す

ると丈夫な感 じがするが ,もともと半 日陰にn生

しているものが ′んどなので , 直射光線には弱

く,特に人工的に培養された改良種が殆んとであ

る洋ランは受光量に注意 しなければ ,日焼けを起

して折角の英に損傷を与える事になる｡

d 横

根の本来の役 目は地中にあって植物体を支え ,

水分 ,養分を吸収 して茎葉に送 り,屈地性を有 し

(7ページ-続 く)



めまめしく働くI.j･.-の.LU来ますようにとの意味で正

月にはなくてほならないものです.軟かく節でた

iLに砂桝/a,たっぷり入′1して ,一寸 火にかけ ,一枚

そのまゝにして ,翌口はiiの汁だけを鍋にとって

煎つめ ,その中に豆を入)･Lてもう一夜そのまゝに

し,-V.Hもうー度ijj:の汁を煮つめます｡I..I_と汁を

-抑 こして煮つめると,折角歓かく茄でた豆が硬

くなってしか ､ます｡ :J､塩 ,i,,作るu)には3日か 4

[けiかE)で,作ればまちがいあt)ませんo

㊥紅白なます

大根と人参のせん切りを -什附 こつけた もので

す｡お祝いの紅rtlの水引きにちなんで水引きなま

すとかいいます｡

紅 l̀1なますは正n丈でなく,家庭に況車のある

叶によく川いられますo

㊥するめ (寿留女)

するめいかを下したものを 焼いて ,細かくさ

き,好んでおとその祝いTJにするのく上長方を意味

しているからです｡

㊥おぞうに (お雑煮)

ホ トでは北は北海道から,佃は九州まて .正Il

のT.rlは.b雑煮を頂きます｡地方によって ,･r-3-雑

煮の中の餅の形や味つけ ,入れる道共などそれぞ

れ追いますが ,沖縄でお雑,軽を祝う方は大変少い

様です｡IIJjじrIJIL一人として元皿にほお雑煮を祝い

お 経 兼

たいものです｡国費留学生で東京の大学生活をし

ていた沖縄の秀才が ,下宿先きで元旦にお雑煮を

出されて ,これは一体何てすか?という質｢汀Jをし

て笑われたという頚:実もあ ります｡

沖縄の餅は焼いておくと固くなりますので焼か

ずに ,油で揚げて ,豚肉のおいしいお汁に入れて

召し上って下さい｡

㊥祝 い 肴

祝石として広 く使われているのはu川三りです｡

これは片口いわ しを砂糖皆油で照 り煮にしたもの

で ,稲作の愚作を願ったものです｡

世の中が忙 しくなったため此頃は ,のんびりし

ていた昔通 りの正月は無理ですが ,川来るだけ正

月らしい気分を.LIJ.す事の出来る様に,駅tlけ る串
が主婦の大きなつとめだと思います｡そして希望

にあふれる新 しい年-のスター トを,家族-ETTjj亡

並みをそろえて,力づよく切るr.jJiにいたしましょ

う｡

(翁 長 君 代)

(5ページの続き)

ているのが普通の柄物の根だが ,巾には先般とい

って葛 ,葉から根を生 じた り,地rllの根の一部が

地上に伸び出す場合もある｡

ラン科の植物では根の表皮が多層となり,内容

を失って互に小孔で連なった根皮とよぶ特殊な折

紙を持ち ,雨水を吸収 して貯え ,吸水気根と呼ば

れる｡従って普通の植物のように常時酢水をする

必要がなく,植込材料も特に排水性を考えて鉢の

破片などを入れた りする場合が多い｡

形は球状のものが普通であるがファレノブシス

のように偏平なものもある｡

(岡はT=にC,L,WithnerのTHEORCHIDS

より) (上 里 健 次)
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